
令和８年度

徳島県小学校教育課程研究集会

ー 体 育 ー



次期学習指導要領を見据えつつ
現行の学習指導要領を着実に実施すること

現行学習指導要領の改訂スケジュール

次期改訂に向けて



初等中等教育における教育課程の基準の在り方について（諮問のポイント：詳細版）

現行の学習指導要領が目指していること



初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）

初等中等教育における教育課程の基準の在り方について（諮問）概要



顕在化している課題等から、
体育科の授業づくりを改めて問い直す

（運動領域）



顕在化している課題等から、体育科（運動領域）の授業づくりを改めて問い直す

系統性を踏まえた指導 主体的に学習に取り組む態度の評価

深い学びを実現する効果的なICTの活用



系統性を踏まえた指導

小１・２年生 小３・４年生 小５・６年生 中１・２年生 中３年生・入学年次 次の年次・それ以降

体つくりの運動遊び 体つくり運動 体つくり運動 体つくり運動 体つくり運動 体つくり運動

器械・器具を
使っての運動遊び

器械運動 器械運動 器械運動 器械運動 器械運動

走・跳の運動遊び 走・跳の運動 陸上運動 陸上競技 陸上競技 陸上競技

水遊び 水泳運動 水泳運動 水泳 水泳 水泳

表現リズム遊び 表現運動 表現運動 ダンス ダンス ダンス

ゲーム ゲーム ボール運動 球技 球技 球技

武道 武道 武道

体 育 理 論 体 育 理 論

保健 保健 保 健 保 健

小学校から高等学校までの12年間の系統性、
発達の段階を踏まえて、４年ごとのまとまりで指導内容を体系化

各種の運動の基礎を培う時期 卒業後も運動やスポーツに多様な形で
関わることができるようにする時期

多くの領域の学習を経験する時期

は選択



・運動が苦手な児童が、どうしたら進んで学習
するようになるのだろう？

・進んで学習する子供の具体の姿について
悩むことがある。

・主体的な学びに向かうことができる
ようにするための体育科の授業づくりの
ポイントは何だろう？

系統性を踏まえた指導

令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書 p.８９

体育科改訂の要点（抜粋）

主体的・対話的で深い学びの実現に向け
た授業改善を推進する観点から、発達の段
階のまとまりを考慮し、各領域で育成するこ
とを目指す具体的な内容の系統性を踏ま
えた指導内容の一層の充実を図ること。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説体育編p.8



系統性を踏まえた指導

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

次の運動遊びの楽しさに触れ、その行い方
を知るとともに、その動きを身に付けるこ
と。

跳の運動遊びでは、前方や上方に跳んだり、
連続して跳んだりすること。

次の運動の楽しさや喜びに触れ、その行い
方を知るとともに、その動きを身に付ける
こと。

高跳びでは、短い助走から踏み切って跳ぶこと。

次の運動の楽しさや喜びを味わい、その行
い方を理解するとともに、その技能を身に
付けること。

走り高跳びでは、リズミカルな助走から踏み
切って跳ぶこと。

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

走ったり跳んだりする簡単な遊び方を工夫
するとともに、
考えたことを友達に伝えること。

自己の能力に適した課題を見付け、
動きを見に付けるための活動や競争の仕方
を工夫するとともに、
考えたことを友達に伝えること。

自己の能力に適した課題の解決の仕方、競
争や記録への挑戦の仕方を工夫するととも
に、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えること。

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

運動遊びに進んで取り組み、
順番やきまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、
勝敗を受け入れたり、

場の安全に気を付けたりすること。

運動に進んで取り組み、
きまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、
勝敗を受け入れたり、
友達の考えを認めたり、
場や用具の安全に気を付けたりすること。

運動に積極的に取り組み、
約束を守り助け合って運動をしたり、
勝敗を受け入れたり、
仲間の考えや取組を認めたり、
場や用具の安全に気を配ったりすること。

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

「跳の運動遊び」「高跳び」「走り高跳び」 三つの柱をバランスよく育む



系統性を踏まえた指導

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

前方や上方に跳んだり、連続して跳
んだりすること

短い助走から踏み切って跳ぶこと リズミカルな助走から踏み切って
跳ぶこと

教科の目標（抜粋）

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を見付け、その解決に向けた学習過程を通して、心と体を一体として

捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質･能力を次のとおり育
成することを目指す。
(1)   その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全について理解するとと

もに、基本的な動きや技能を身に付けるようにする。

特性に応じた課題やその解決方法に関する知識及び技能を、状況に応じて既存
の知識と関連付けることで、様々な場面で活用できる概念としていくことや、習熟
した技能として身に付けることが必要であることを示している。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.21



系統性を踏まえた指導

第5学年及び
第6学年

走り高跳び
リズミカルな助走から踏み切って跳ぶこと

走り幅跳び
リズミカルな助走から踏み切って跳ぶこと

幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）平成28年12月21日 中央教育審議会（p.29）

技能についても同様に、一定の手順や段階を追って身に付く個別の技
能のみならず、獲得した個別の技能が自分の経験や他の技能と関連付け
られ、変化する状況や課題に応じて主体的に活用できる技能として習熟・
熟達していくということが重要である。
例えば、走り幅跳びにおける走る・跳ぶ・着地するなど種目特有の基本
的な技能は、それらを段階的に習得してつなげるようにするのみならず、類
似の動きへの変換や他種目の動きにつなげることができるような気付きを
促すことにより、生涯にわたる豊かなスポーツライフの中で主体的に活用
できる習熟した技能として習得されることになる。



系統性を踏まえた指導

学びに向かう力、人間性等 に目を向けてみると・・・

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

運動遊びに進んで取り組み、
順番やきまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、

勝敗を受け入れたり、

場の安全に気を付けたりすること。

運動に進んで取り組み、
きまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、
勝敗を受け入れたり、
友達の考えを認めたり、
場や用具の安全に気を付けたりすること。

運動に積極的に取り組み、
約束を守り助け合って運動をしたり、
勝敗を受け入れたり、
仲間の考えや取組を認めたり、
場や用具の安全に気を配ったりすること。

目標〔第5学年及び第6学年〕

(3) は、「学びに向かう力、人間性等」に関する目標であり、運動やスポーツ

の価値である、公正、協力、 責任、参画、共生、健康・安全等に関する態度及
  び意欲的に運動をする態度を養うことを意図している。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.115



各教科における評価の基本構造

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校編体育）p.8



評価の対象に特性があることに留意

各教科等によって、評価の対象に特性があることに留
意する必要がある。例えば、体育・ 保健体育科の運動
に関する領域においては、公正や協力などを、育成す
る「態度」として学習指導要領に位置付けており、各教
科等の目標や内容に対応した学習評価が行われるこ
ととされている。

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校編体育）p.11



主体的に学習に取り組む態度の評価

第5学年及び第6学年 ボール運動

（3）学びに向かう力、人間性等

(3) 運動に積極的に取り組み、ルールを守り助け合っ
て運動をしたり、 勝敗を受け入れたり、仲間の考えや
取組を認めたり、場や用具の安全に気を配ったりす
ること。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.144

愛好的態度、公正、協力、責任、参画、共生、健康・安全



主体的に学習に取り組む態度の評価

① 知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力
等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を
行おうとしている側面と、

② ①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整し
ようとする側面、

という二つの側面を評価することが求められる。

体育科（運動領域）では、
「学びに向かう力、人間性等（公正、協力、責任、参画、共
生、健康・安全）を涵養したり」が入る。

「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」中央教育審議会 初等中等教育分科会（H31.1.21）

粘り強さ と 自己調整 は主体的に学習に取り組む態度
の愛好的態度（進んで・積極的に）の評価で引き取る



主体的に学習に取り組む態度の評価

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



顕在化している課題等から、
体育科の授業づくりを改めて問い直す

（保健領域）



顕在化している課題：学習指導要領の理念や趣旨の浸透が道半ば

初等中等教育における教育課程の基準の在り方について
（諮問のポイント：詳細版）より抜粋



・教科書を読んで、大事なところを丁寧に
確認しているから、知識はしっかりと理解
できているはず。
・教科書の内容がたくさんあるので、どう

しても時間が足りなくなってしまう。

・児童が既に生活経験を通して知って
いることを取り扱うことが多いから、
授業が盛り上がらない。
・例えば「心の健康」の学習では、「今
は不安や悩みはない」という児童が
少なからずいるので、なかなか現実
の生活や行動と関連付かない。

顕在化している課題等から、体育科（保健領域）の授業づくりを改めて問い直す

保健領域で特に着目すべき「顕在化している課題」



「概念」としての知識の習得や深い意味理解

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



「体育科の改訂要点」から授業改善について問い直す

これらの資質・能力を育成するためには、（略）児童が身近な生活における健康・安全に関心をも
ち、自ら考えたり、判断したりしながら、健康に関する課題を解決するなどの学習が重要である。こ
のことにより、現在及び将来の生活において、健康に関する課題に対応して、保健の知識及び技
能等を活用して、 自己の健康を保持増進するために的確に思考し判断するとともに、それらを表
現することができるような資質・能力を育成することを目指している。そのため、健康に関する課題
を解決するなどの学習を取り入れ、知識を身に付ける指導に偏ることなく、資質・能力の三つの
柱をバランスよく育むことができる学習過程を工夫し、充実を図ることが大切である。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.19、20

保健領域においては、生涯にわたって健康を保持増進する資質・能力を育成することができるよ
う、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」に対応した目
標、内容に改善すること。

体育科改訂の要点

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.８



「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善について問い直す

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



「健康についての自己の課題を見付ける」学習の過程は位置付いているか?

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



「健康についての自己の課題を見付ける」学習の過程は位置付いているか?

児童が、課題を見付ける「学習過程」が存在しているか

単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、
児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際、体育や保健
の見方・考え方を働かせ、運動や健康についての自己の課題を見付け、その解決の
ための活動を選んだり工夫したり する活動の充実を図ること。また、運動の楽しさや喜
びを味わったり、健康の大切さを実感したりすることができるよう留意すること。

指 導 計 画 の 作 成

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.1６１

そのために

教師は、「手立て」を講じているか



・ICTを使うことで、活動そのものの低下を招かな
いだろうか？

・「とにかく使う」という段階から、ICTを活用した
「深い学び」を実現するにはどのような活用の仕
方があるのだろうか？

デジタル学習基盤の効果的な活用

令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書 p.９０

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編
(3) 第２の内容の指導に当たっては、コンピュータや情報通信ネッ
トワークなどの情報手段を積極的に活用し、各領域の特質に応じた
学習活動を行うことができるように工夫すること。その際、情報機
器の基本的な操作についても、内容に応じて取り扱うこと（p167）

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説保健体育編体育編
保健体育科においても、各分野の特質を踏まえ、情報モラル等に

も配慮した上で、必要に応じて、コンピュータや情報通信ネット
ワークなどを適切に活用し、学習の効果を高めるよう配慮すること
を示している。
例えば、科目体育においては、学習に必要な情報の収集やデータ

の管理・分析、課題の発見や解決方法の選択などにおけるICT の活
用が考えられる。また、科目保健においては、健康情報の収集、健
康課題の発見や解決方法の選択における情報通信ネットワーク等の
活用などが考えられる。
なお、運動の実践では、補助的手段として活用するとともに、効

果的なソフトやプログラムの活用を図るなど、活動そのものの低下
を招かないよう留意することが大切である。（p226）



デジタル学習基盤の効果的な活用

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



デジタル学習基盤の効果的な活用

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



デジタル学習基盤の効果的な活用

学習指導要領との関連

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編
第３章 指導計画の作成と内容の取扱い
１ 指導計画の作成

⑴ 単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能
力の育成に向けて、児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図る
ようにすること。その際、体育や保健の見方・考え方を働かせ、運動や
健康についての自己の課題を見付け、その解決のための活動を選
んだり工夫したりする活動の充実を図ること。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.1６１



デジタル学習基盤の効果的な活用

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



デジタル学習基盤の効果的な活用

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



デジタル学習基盤の効果的な活用

学習指導要領との関連

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編
第2章 第2節の〔第5学年及び第6学年〕のC 陸上運動

（2）思考力、判断力、表現力等

○ ICT 機器を活用して自己の課題を見付ける例
・ 自己や仲間の走りや跳び方の様子をタブレットやデジタルカメラ
などのICT機器を活用して確認し、動きのポイントと照らし合わせて
自己やグループの課題を見付け、自己に適した練習方法を選ぶこ
と。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.1３３



生成AIを活用した魅力的な授業づくり



【なぜ生成AIを使うのか】
〇「人間中心のAI社会原則」
・２０１９年に日本政府（統合イノベーション戦略推進会議）が策定
・AIと人間が健全に共存するための共通指針
・「AIはツール、最終判断は人間」「誰もが平等にAIの恩恵を享受できる」
・「社会課題の解決にAIを活用」

〇「学習指導要領」
・「情報活用能力」が学習の基盤となる資質・能力として位置づけ
・次期学習指導要領改訂に向けた中央教育審議会（教育課程企画特別部会）
でも、「情報活用能力の抜本的向上」について議論
AIを含むデジタル学習基盤を、単なる便利な道具としてではなく、
「主体的・対話的で深い学び」を実現するためにどう活用するか。

生成AIを活用した魅力ある授業づくり



【生成AIを活用するためのガイドライン】
〇「初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン」

（2024年12月Ver.2.0）

〇徳島県教育委員会策定
「学校等における生成AIの当面の方針について（第２版）」
「児童生徒の生成AI活用前に学校が事前にすることリスト」
「生成AI利用に関するFAQ（教職員向け：第２版）」
「生成AI利用に関するFAQ（生徒・保護者向け：第２版）」
「校務における生成AIの活用について（第１版）」・・・等

※上記のガイドラインや指針は国や徳島県教育委員会から出されているものであ
る。各市町村立学校については各市町村教育委員会のガイドラインや指針に
従って利用しなければならない。（勝手に生成AIを児童生徒に利用させてはなら
ないことが前提）

生成AIを活用した魅力ある授業づくり



体育・保健体育、健康、安全ＷＧでの生成ＡＩに関する内容

令和８年６月５日体育・保健体育、健康、安全WG取りまとめ骨子（案）

主に生成AIに関すること



具体的なプロンプト（指導と評価の計画）

AIの活用（教師側の活用法）



単元の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

AIの活用（教師側の活用法）

積極的 約束 仲間

ファクトチェックを忘れずに



指導と評価の計画案の提示

AIの活用（教師側の活用法）



評価規準

AIの活用（教師側の活用法）

味わい

積極的に

仲間



指導にあたってのアドバイス（またこれから想定される具体の提案）

AIの活用（教師側の活用法）

提案された案をそのまま使うのではなく、案をベースに自分のイメージに近
づける
例えば・・・
単元前半には水慣れの時間を多くとり・・・
安全確保につながる運動は毎時の水慣れで入れたい・・・
横向きの息継ぎが苦手な児童に対する配慮を盛り込んで・・・

独善的な指導や計画にならないため、常に学習指導要領を
踏まえ、安全を最優先させるようなプロンプトを



より詳しく具体的なプロンプト例（本時の評価基準作成）

AIの活用（教師側の活用法）



教師側のAI活用例
〇指導と評価の計画の作成 〇評価規準の作成
〇場の設定の案出し
〇運動が苦手な児童に対する配慮例や障害のある児童など
についての配慮例の提案
〇教師の発問作成や、児童の反応の想定
〇難解なデータの発達段階に応じた要約 など

AIの活用（教師側の活用法）



児童のAI活用例
〇チームで選んだ作戦の検証や提案
○自己調整サポートカード（技能）
〇フォーム分析・動作認識
〇ゲームやボール運動における作戦ボードとして活用
（チームの話し合いが活性化するための案出し）
〇表現運動でのアイデア出し
〇健康的な生活習慣作成のアドバイザー

AIの活用（児童の直接的な活用法）

前提条件として
小学生がAIを活用する場合
AIは「思考を広げ、深めるためのパートナー」
「絶対的な正解を教えてくれる先生」ではない



AIの活用（児童の直接的な活用法）

ＧｏｏｇｌｅＧｅｍｉｎｉにて生成

基本的にはチームのみんなで作戦を選ぶが、その作戦が本当
に効果的なのかAIに検証させる。また、プロンプトには「全員
が楽しめる」や「みんなが活躍できる」などの条件も



AIの活用（児童の直接的な活用法）

ＧｏｏｇｌｅＧｅｍｉｎｉにて生成

動きをAIに解析してもらい、動きが見やすくなったことでハー
ドルを走り越える動きに対する気付きが促され、技能の向上
や協働的な学びにつながる



AIの活用（児童の直接的な活用法）

ＧｏｏｇｌｅＧｅｍｉｎｉにて生成

水泳運動で自己の泳ぎの改善点を壁打ちし、次時の課題設
定につなげる
「体育の授業中に長く壁打ちをすると身体活動時間の確保が
難しくなる」
活動中はAIと向き合うよりも身体活動時間を確保し、協働
は仲間（友達）と」



★生成AIで実際に班で役割を決めプロンプトを入力し、共有しよう
（学習指導要領から外れず、ファクトチェックも、安全面の担保・・・）
入力例
〇水泳運動（水遊び）やマット運動（マットを使った運動遊び）の指導と評価の計
画作成（学年は自分の学年）
〇フォーム分析・動作認識
〇ゲームやボール運動における作戦ボードとして活用
（チームの話し合いが活性化するための案出し）
〇表現運動でのアイデア出し
〇健康的な生活習慣作成のアドバイザー

生成AIプロンプト入力体験

【協議題】★のいずれかでグループ協議

【協議題】
★生成AIを活用した魅力ある授業づくり
～主体的・対話的で深い学びの実現に向けて～
①AIを活用した授業実践例・アイデア
②活用に向けた課題や気になること



生成AIプロンプト入力体験

【演習】



★児童が生成AIを活用することについて改めて確認

（１）「ヒントをくれる仲間」であり「絶対の正解」ではない

・生成AIの出力はあくまでも「参考の一つ」「最適解とは限らない」

最後は人間が判断し、生成AIの出力結果を踏まえた成果物に

自ら責任を持つ

                                                           

（２）「安全第一」の判断は自分や先生で

・AIの提示した動きでケガの可能性がゼロとは言えない

（３）身体を動かす時間が減ると本末転倒

・運動領域では身体を動かしながら三つの柱を育成する

体育科の価値

生成AIを活用した魅力ある授業づくり

（４）適切な利活用のための留意事項

・個人情報や機密情報の入力禁止徹底

・著作権侵害リスクへの適切な対応

・ハルシネーションやバイアスの見極めとファクトチェック
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